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広葉樹。環孔材。別名シバグリ / ブナ科 / クリ属 / 落葉
広葉樹の中高木。気乾比重：0.55
辺材は狭く、褐色を帯びた灰白色。心材は褐色。材
はタンニンを多く含み、年数が経つと徐々に濃くなり
栗色から黒褐色に変化する。年輪は明瞭。
『桃・栗3年、柿8年』と言われているように比較的成
長が早く、材は他のブナ科の木に比較すると、やや軽
く柔らかい。適度な硬さもあり堅木の中では、加工性
の良い木材である。環孔材なので、導管が荒く、はっ
きりとした木目を持っている。使い込むほどに独特の
木目が美しく浮き出る。
タンニンを多く含むため、水湿性に強く、材の保存
性が極めて高いため、主な用途は家具材、器具材、建
築用の土台や枕木、湯殿板、船の舵など。特に芯材の
耐朽性がきわめて高いことが栗材の最も大きな特徴で
ある。栗材は4千年前の縄文時代から竪穴式住居?の主
要構成材として使われていたことが発掘により多く確
認されている。古くから日本の民家にも多用された木
材であり、日本人にとって最も関わりの深い木材の一
つである。
